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石油ストーブ 

(自然通気形開放式石油ストーブ) 

取扱説明書 


AKP-S281 慶雇商 


このたびは石油ス I -ーブをお買い上げい 
ただを、まことにありがとうございました。 

■この取扱説明書と保証書をよくお読み 
のうえ、正しくお使いください。そのあ 
と保存し、必要なとさお読みください。 

■裏面保証書の「お買し、上げ日 • P ぶ売店名」 
などの記入を必ず確かめ、販売店から 
お受け取りください。 

〔正しく使って上手に節約） 
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使用燃料:な油 

KEROSENE ONLY 


A ミ主意 
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特にを意していただをたいこと 

お使いになる人や他の人へのな害、財産への損害を未然に防止ずるため、必ずお守りいただくことを、 
次のよラに説明していまず。 


■ま巧内容を無視して誤った巧いちちしたときに生じるを害や損害の程度を、次の巧巧で区分し、説明していまず。 


A 危な 

この表示の欄は、「死 t または重傷などを負ラ危険び切迫して生じることが 
想定される」内容でず。 

A きき 

この表示の柄は、巧 Et ： または重傷などを負ラ可能性が想定される」内容です。 

A ミ主意 

この表示の規は、「傷害を負ラ可能性または物的損害のみが発生ずる可能性 
び想定される」内容です。 


■お守りいただく内容の種巧を、次の給表示で区分し、説明していまず。 
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この絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容でず。 


この絵表示は、してはいけない r 禁止 J 内容でず。 


この絵表示は、必ず実行していただく「指示」內容です。 


么盾な (DANGER) 


■ガソリン巧禁 


KEROSENE ONLY 


ガソリン厳禁 


•ガソリンなど揮発化の高い油は、 
絶巧に使用しないでください。 
义災①原因になりまず。 


么警告 (WARNING) 




•換気せずに使用しつづけな 
いで < ださい。 

換気ずる時は換気扇を使用 
したり、2ヶ所上開き風 
を通せば効率よく換気がで 
をまず。 

酸素が不足ずると、不完全 
燃焼し、一酸化炭素などが 
発生して中毒になるおそれ 
があります。 


• 殺虫剤などのスフレー吿を 
ストーブの上や前に絶対に 
放置しないでください。 
觀でスプレー吿の圧力が 
脚り、臘し、危険です。 


A 醫き ( WARNING ) 


■疫るとを消义 

〇 


■給油時消义 




■油漏れ危険 


〇 


4 © 


♦寝るときやが出するときは、 
必ず消火してください。 

ず想しない事故が発生ずる 
おそれがあ0まず。 


給油は、必ず消火ボタンを 
押して、消乂してか S 行つ 
て < ださい。 

乂災の原因になります。 


• 口金は正しく、確実に締め 
て < ださい。 

•口をを斜めに締めた0ずる 
と、簡単に口金びがれて、 
乂災の原因になります。 

• 口金を下にして、油漏れが 
ないことを確かめてくださ 
し、。 


I 正しいがの状態で使 
用ずる （が 1 3 ぺージ） 

1 0000000000000 ] 


■可燃性ガス使用厳禁 


■カーテン、寝具など 
可燃物近接厳禁 


© 



しんを下げずぎた状態で使 
ラと、不完全燃焼し、にお 
いや一酸化炭素の発生の原 
因になりまず。器具を傷め 
ることにちなりまず。 


ストーブを使用している部 
屋で、可燃性ガスがお生す 
るもの（ベンジン、シンナ 
一）やスプレーを使用しな 
いで < ださい。 

乂災や故障の原因になります。 



カーテンやを類、ふとんや 
毛布など燃えやすいちのの 
そばで使巧しないで<ださ 
い。 

乂災の原因になりまず。 
可燃物との離隔距離は6ぺ 
ージを参照してください。 


■巧類の乾巧厳禁 


■風が当たる場所で 
使わない 



0 


巧類などの乾燥には使用し 
ないで < ださい。 

ホ巧び落下して义がつを、 
乂災の原因になります。 


匡かや部屋の出入口などで 
使用しないでください。 
掃除機の排気、エアコンや 
扇風機の風が当たらないよ 
ラにして < ださい。 

異常燃焼や乂がの原因にな 
りまず。 


お使いになる前に 
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巧に注意していただをたいこと® 


A 注意 (CAUTION) 


■居室内給油禁止 
給油時义気禁止 


Q 



• 給油は必ず居室がの义の気 
のないところで行って<だ 
さい。 

乂災のおそれがあ0まず。 


■やかんやなべなどの 
使用ミま意八 


A 


♦ やかんやなべなどをのせた場 
合は振動や接触によってやかん 
やなべなどの熱湯にこぼれ、や 
けどのおそれがあ0ます。 

•やかんや銅などをタンク室ふた 
の上にはのせないでくださし、。 
内部に熱がこもりタンク室ふた 
が熱くなり、やけどのおそれが 
あ0ます。 

♦水滴力 S 燃焼部や内部にかかると 
異常燃 ㈱ 靖處の原因になりまず。 


■部分的な過大がやホ 
熱ムラび出たままで 
使わない 
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ずず発生や不完全燃焼の原 
因になりまず。 


■燃烧中移動禁止 


Q 



•燃焼中や消乂直後は持ち運 
ばないで < ださい。 

やけどのおそれがあ0まず。 
また、転倒ずると、义災① 
原因にな0まず。 


■変質な油禁止 


0 


巧货)がラの a ; 



•を資した持ち越し巧油等は 
使用しないでください。 
異常燃焼や故障 (点火しな 
し、、しんび下がらなくなる 
など）の原因となることが 
あります。 


■岳温部に手をふれない 


接触禁止 



燃焼中ゃ消乂直後は、燃焼部 
や高温部（天おやガード）に 
手などふれないで<ださい。 
やけどをします。 


■異常時使用禁止 


0 



•ずずの発生、におい、炎の 
色など異常を感じたときや 
油漏れがあったとさは使用 
しないで < ださい。 

緊急の場合でちあわてずに 
しんを下げて消乂してくだ 
さい。 


■消义ポタンを押してを、 
消义しないとをは 
しん調節つまみを消义 
位宜まで引を上げる 


〇 


• 消乂を必ず確認して < ださい。 
しんにタールが巧着している 
場合がほとんどでずのでず 
ぐに「しんのお手入れ」をし 
てください。（が1目ページ） 


■ふ<射熱に直接長時間 
あた6ない 


Q 


低温やけどや脱水症状 
になるおそれびあ0まず。 


r 低适やけど J について 

•比較的但い遍度 (40 で〜已〇で)でちち 
時間®ふの同じ巧が巧せ5れると、お 
し、、巧いなどの自篇症状げなくてちほ 
活やけどのおそれがあ日ます。 

•次のよラなちは巧にごま意を！ 

• 乳幼巧、お年杏り、をふの窗し、方 
* 眼おを抚う累婚お異、か巧 
など）を酬された方•深酒 
•巧労の a しし、方 


特にお子をまやお年客りなど、ご自分で操作できない方が使用ずるときには、届囲の人が十分を意してください 


■万一、事故びおこったときは 
あわてずに消义器で消义ずる 

〇 参異常燃焼などでストーブから火が 
出たり、巧などに义びついたとき 
はあわてずに、消义器で消してく 
ださい。 


■廃棄ずるときはな油を巧く 

© ♦ストーブを廃棄処分するときは、必 
ず給油タンク、油受皿内の灯油を市 
版の給油ポンプなどによって抜き取 
って、乾雷 te を取りはずしてください。 
打油や乾電池が入ったまま廃棄する 
とリサイクルの際に思わめ事故にな 
るおそれがあります。 


■長期間使わないとをや保管時は ■ほこりの除去 

好油を巧き、乾電池をはずず A 

な V 


傾けたり、横倒しのが態では保管 
しないで < ださい。 

油漏れや乂災のおそれがありまず。 


•居台などのほこ0を、とをどを除去 
して < ださい。 

ごみ、ほこ0などがつまると、異常 
燃焼のおそれがあ0まず。 


■ストーブ巧ひをずら 
ない 

0 

参床面、畳、じゅラたんなど 
を傷つけたり、本体底面の 
塗装がはがれてさびの原因 
になることがあ0まず。 


■消义を約2分間は 
再点义しない 

0 


•生ガスが発生し、激しい 
においと異常着乂をおこ 
しまず。 


■マッチの燃えかずを 
機器内に落としたり、 
屋台の上に置かない 

0 

• ガスライターちストーブの 
上や前に絶対に放置しない 
で < ださい。 

乂がの原因になります。 


■燃巧筒のガラスが 
割れたまま使わない 

S) 


♦ 燃焼筒のガラスび欠けたり、 
割れて破損したままの状態 
では、絶巧に使用しないで 
<ださい。 

異常燃焼したり、ずすび発 
生するおそれがあ0ます。 


■持ち運ぶときは消义 
し給油タンクを巧く 

〇 

•傾けないように静かに運ん 
でください。特に階段などで 
は油漏れのおそれがありまず。 
•引っ越し等の運搬時は必ず給 
油タンクをおり出し、油受皿 
巧のな油を抜いてください。 
傾けたり、横倒しの状態で運 
搬しないで < ださい。 


■新旧-異種の乾更池 
を混ぜて使わない 

0 


• ® ©を間違えない。 
♦シヨートさせない。 

•分解、加熱、火への投入を 
しない。 

乾電池の破裂や液もれのお 
それがあ0ます。 


A 注ち (CAUTION) 


お巧いになる：！ 















特にま意していただをたいこと 


A を意 (CAUTION) 


■高電圧にま意 


A\ 

高圧注意 


• 点义電極は点义時に高電圧を発生させます。 
電池を取りがした直を、操作つまみを押し下 
げると、高里圧を発生する場合があります。 
手を触れないでください。 

感電ずるおそれがあります。 

特にお子さまや商おちの方にご注意くださし、。 
•点巧•手入れ、掃除をずる時は必ず乾電池を 
取りがし、しん調§5つまみを押し下げ、放崔 
させてください。 


使用場所について 


■可燃物か5がず 


〇 


100 cmiu 上 




日 OcmL^Lb 


100 cmliLh I 

ふずまや障子などの可燃物か S 上記の距離を 
と5ないと火災のおそれがあります。 



20 cmLU 上 


己 OcmliLh 


■次の場所では使わない 



■純正部品を使用ずる 


〇 


しんなどの部品は必ず指定の純正部品を使用 
して < ださい。 

予想しない事故び発生するおそれがあ0まず。 


■分解修理-改造の禁止 




を 


分解禁止 

• 改造して使用しないでください。 

• 修理技術者 L ツがの人は絶対に分解、修理は巧ね 
ないで < ださい。 

•故障、破損した5、使用しないでください。 
異常燃焼や义がの原因になることがありまず。 


■スプレーや化ぎ薬品を使用ずる場所で 
巧わない（理•美容院、クリーニング店、 
メツキ、塗装、脱脂、洗を工場など） 


Q 


フロンガスや塩素系溶剤は有毒なガスの発生に 
より、健康を害ずることになりまず。 

また、鏡やガラスなどを傷め、金属がさびたり、 
繊維製品のを色-損傷、器具の故障の原因に 
なることがあ0まず。 


•水平でない場所、不巧定な場所 
• 不ま定な物を乗せた棚などの下 
• 風の当たる場所や部屋の出入口 
•可燃性ガスの発生ずる場所-たまる場巧 
•人のいない場所（溫室、飼育室など） 


• マントルピースなどストーブが囲われる場所 
•ほこり、湿気、金属がのをい場所 
•換気が十分巧えない場所 


• 直射日光があたる場所や高温になる場所 
(例：熱のこもる場所、化の熱源の影咨を受ける場所) 


乂災の原因になることび 
あ0ます。 


す壳全燃焼の原因になる 
ことびお0ます。 


給油タンク内の空気が胺張し、 
灯油びあふれ出て、油漏れの 
原因になることびありまず。 


るき B のなまスとはた!3を 


点乂電極（内部) 



がガスを化胜巧 

耕ガス浄化触媒の働きで、 C 0 (—酸化炭素) 
①発生を辑巧しまず。 

• 使用状ミ兄によっては触媒にずすび付着 
ずることがありまず。正常燃焼を継続 
ずることにより徐々に元の状態に戻り 
ます。 

•触媒は衝宾に弱く、壊れやずいたゆ 
取扱いは十分にごを意ください。 


上ぶた 


給油タンク 


油量計 


ガード 


"t 


薩一 


キャビネット 


とつて 


燃焼筒一 

燃巧筒一 
とつて 

前面パネル 




隱 


か•階〇 


■就おの 


しん調節つまみ 


消义 • 


点义喔 



消义の 


み 


消乂ポタン 


においと0装ち 

においとり装垣は消义時のにおいをかなくし 
まず。 

•消火時、約2分間音がしまずが、においと 
り装居の作動音で異常ではありません。 

• ラジオなどを近づけるとにおいとり装届作 
動時に雑音び入るおそれびあります。 
•乾電池が消耗ずると点乂しにくくなり、に 
おいと0装屋は作動しなくなりまず。 

否モ点义装居 

•高里圧放電をして、しんに点义します。 

• 乾電池び消耗すると点义しにくくなりまず。 

給油時自動消义装百 

•燃焼中に給油タンクを持ち上げると、巧全 
のために自動的に消乂しまず。 

• 給油時は消乂ポタンを巧して消义してから 
給油タンクを取り出してください。 


お巧いになる前に 
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使用前の準備 


点乂ずる前の準備と確認 


■ストーブを取り出ず 

• 各部の包装部材を全て取り除きまず。 

詳しくは、箱上面の「開こんのしかた」を 
お読み < ださい。 

■燃焼筒を正し<セットずる 

燃焼筒をしんが商にのせ、燃焼筒とってを2〜3 
回左ちに動かし正しくセツトする。 


燃焼筒 
燃焼筒 

とつて 


即一 
しんが筒 




V <ガードのあけ方> 
の ガードを巧の奥まで巧し込み、 
⑤ 上に持ち上げ、ガードの上部 
を天板からはずす。 


燃焼筒とってが目印（〇)の範囲内になるよう 
位置をちわせる。 

♦燃焼筒が傾いていたり、ガタついていると、 
すずやにおいなどび発生ずる原因となります。 

■水平を確認ずる 

♦ 水平で丈夫な床面に設置する。 

• 水平になっていないときは、水平な場所に移動ずる。 

■乾電池を入れる 

•乾電池は別売でず。 

• 単2形の同じ種類の新しし化のを4個用意して 
ください。 

♦電池を取り付けるときは、©©を正しく 
セットし、①、②、⑤、④の順序に©側か5 
セツトして<ださい。 

(逆の手順で行ラと©端子が変おずるおそれが 
あ0まず） 

• 里池の寿命のめやず （1 日日時間、已ヶ月亂朗の場を) 
アルカリ乾 里 池：約2シーズン 
マンガンを®池：約1シーズン 

® 端子胃宴接み 

/©端子 

史^夕謎美一®端子 



燃料は必ずな油り旧 K2203 1号巧由) 
を使用して < ださい。 

C A 危巧 （ DANGER)) 

ガソリン廣禁 

♦ガソリン、混合油（農機具用）な 
( m ) ど揮発性の高い油は、絶対に使用 
しないでください。 

ガソリン芭駕乂災の原因になりまず。 


r A まち (CAUTION) 

を質な油•不純な油使用废禁 

0 m 異常燃焼や故障（点义しない、しんび下び 
5な< なるなど)の原因となることびありまず。 


■ 灯油とガソリンの見分けかた 

指先につけ息を吹きかける。 

( 乂®気のない所で巧つて < ださい。) 

•巧油はめれたまま 
•ガソリンはずぐ乾く 
^区別がつきにくいときは、お買い上げの 
V 燃料店にお問い合わせください。 


巧池ケース 


■変質むミ由-不純灯油は巧わない 
を質な巧とだ 

•古い灯油（昨シーズンより持ち越したな油） 

• 日光の当たる場所、高通の場所で長期間保管した巧油。 

/特に乳白色のポリ容器や容器のふたをあけて、 
、保管したちのは短期間でを質しまず。 ノ 

極度に変質したものは黄色昧がかつた0、 

を P ぱい臭いがします。_ 

不純な油とは 

•巧油 LU かの油（てんぷ6油や機械油、重油、 
ガソリン、シンナー）などがほんのねずか 
でも混入した灯油。 

•水やごみ、ドラム宙のさびなどび、混入し 
户な油 

• 打油か巧剤や助燃剤を添加した打油。 

( :不度な油のち分けかた） 

変質な油、不純油などのす良灯油の見分け 
r 7= ri かたは大変難しいですび、一つの目安とし 
■^;^^^てコップに水を入れ、その上に好袖を入れ 
— I で技1て背後に白紙をあて、水よりもかしでち色 
- びついていれば不良な油です。 




給油のしかた 


i 缠多與戲お:辨驗雜なな?權釋搞おまず。 



給油タンクを取り出し、 
逆さにし、□金をはずす 


rwEw カチッとキヤップ J (口を)のはずしかた1 


•□金を左にまわず。 IJ 

♦給油タンクを取り出すときは、 Y 

こぼれた油はふを取る。 

• 口金に砂やごみがついたり、心 , 
入ったりしないようにま意する。^ 
(回転が重くなります） 

♦給油□•□金のさび、変形、 

回輯不良および破損びないか 
確認する。 

(励14ぺージ r 給油タンクの点横」） 


2 給油ずる 

♦給油タンご 

ご rfi 百 = 4 ~ た E 


♦給油タンクをち図のようにして、 

油量計を見なが5、上限をこえないよ 
ラに給油ずる。 

「カチツカチツ J と 
音びするまで口金をしめる 


WEW カチツとキヤツス(口掛のしめかた 


参赤色の線が見えなくなるまで口金を赤を©線 
ちに回し、 r カチッ•カチ’ッ」と音がすぶ^ I 
るまで確実にしめてください。 iraJ /-- 


♦ □をを下にして油漏れがないか確かめる。 

このストーブには給油の目安を示ず「給油サイン J が 
ついていまず。 

■給ミ由ずるとさの目ま 

• 油がかなくなると、抬油ヴインが赤色になりまず。 

• 亮まに赤色になつてか5、巧1時間をに油切れになりまず。 


() 青色 


ホ色： ■滞 • ホを 


油びをいとを油がかないとを油がないとを 

r 給油サイン」の色が「ホ」になりました6消乂して 
給油して<ださい。 

給油□周逛が多少黄色くなることがありますが、 
異常ではありません。 


お油口 


f 給油タンク 



油■か 

\ 、 

—上限 

油が入ると 
黒 < 巧わる 


を油タンクとつて I 


■変質な汹、不純灯油を使用ずると 1 〜 30 日で 
タールが異常にたまり 

• 点乂不良やしんが上下しなくなる。 

•すずび出たり、激しいにおいがずる。 

•燃焼筒の赤熱不足、異巧燃焼になる。 

■水び混入した灯泊を使用ずると 

•点乂不良や燃えなくな0、火が消える。 

#しんに水を含み、しんが上がらなくなる。 

• 給油タンクや油受皿びさびる。 

■万一、を度な油、不純む油を使用したとまの処置 
•給油タンク-油受皿内の油を入れ替える 
(が17ぺージ） 

• しんのお手入れをずる（が15ページ） 

それでも効果のないときはお具い上げの販売店に 
連絡ずる。（しんの巧換び必要です） 

巧質な油、不抑な油が原因でサービスを巧巧された 
巧をは、保扭巧 PS 中でも保扭のが巧かとなりまず。 


■巧油の保营は大切に 
巧油は义気、雨水、ゴ S 、 商湿及び直射曰 
光をおけた場所に必ず保管してください。 

• 灯油は墅シーズンに持ち越さない 
シーズン終了前に使いきつてください。 
•巧油は直射日光を邸ブ、ホ、育などのち 
をされたポリ容器（灯油用）で保管して 
ください。ポリ容器のふたは確実にしめ 
て < ださい。 

• ボリ容器に雨水びかか6ないよラに 
灯油に水が混入し、燃焼不良の原因にな 
りまず。 


:、/い 



をい保管 


巧い保管 


お使いになる 1 刖に 
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使いかた 


点义 • 消义のしかた 


■里子点义のしかた 


しん調節つまみを止まる 
まで巧し下げる 

•1 秒後に「ピー」といラ放電音 
がした時、しん調節つまみから 
指をはなして < ださい。 
•はなしたをに、自動的に点乂し 
ます。 



消义ボタンを押ず 

• しん調節つまみが消火位置にちど 
り、消乂しまず。 

• しん調節つまみは強くちどりまずの 
で指をはさまないように。 

•消乂時、をかにおいびしまず。 


化 


\ 


TT 


消义を巧かめる 

• しん調節つまみの目印が消乂位置に 
もどり、乂び確実に消えたことを確 
かめる。 

• 消火したときの音び気になるときは 
しん調節つまみを消义位置まで引さ 
上げて、消乂してください。 


■消义ポタンを巧してち消义しないとを 

• しんの上端部に夕ールび付ちし、しん調節つま 
みが消义位担にちどらないことぴち〇まず。 


このようなとをは 


消义垂 

消乂位置/ 

な 

ザ、;! 

しん調節つまみノ 



しん調節つまみを消乂位 
垣まで引を上げる 

r しんのお手入れ J をずる 
(が 15ぺージ） 



給油タンクををにしたあと、 
本体にセツトずる 


乂が消えるまで燃やし 
をって < ださい。 

(が 15ぺ—ジ) 


点乂しない場合は、点乂操作を 
<りかえして <ださい。 

点乂時、をかにおいがしまず。 

点义後約5分間「ボッボッ」と 
音がしまずび、異常ではありま 
せん。 


■里子点义び使えないとをのな义方法 

しん調節つまみを止まるまで 
押し下げ、ガードを阳く 



3 \ 


/- 

國 

燃焼筒 

.づ 

吃 

b 1 


マッチまたはライターで 
しんに点义ずる 

• 燃焼筒とってを反射板の〇巧ま 
で回して持ち上げ、しんに点乂 
ずる。 


• 燃焼筒をしんが商の上にもどし、 
燃巧筒とってを左ちに動かし、 
正面になるよう位恒を合わせる。 




♦使い始め、しんの手入れ、しんの交換のをは給油を、約30分待って 
お义してください。 

♦工場での燃焼テストによりしんに灯油が含まれている場合がありまず。 
このため、給油前に乾電池を入れて、点乂操作を行ラと点乂するこ 
とびありまず。 

♦使い始めの点火鎖 S 分間は多少加工時に巧着した油が細ブて異臭がしまず。 
參給油タンクについて 

点义ずる前に必ず給油タンクをセットしてください。セットしないと給 
油時自動消义装置が働を、しん調節つまみがもどり、点乂でをません。 




^ ワンポイント^ 

A 

手についた巧油は 

サラダ油をかし手につけ、こず0ましよラ。 

V ァドバィス y 

そのを石けんで洗えば、いやなにおいち落 
とせまず。 

お部屋の保湿をしましよう 

こぼれたな油はずぐキレイに 

カーテンを二重にして巧までの長さにして 

こぼれたむ油の上に洗港用が末洗剤をふり 

お房ずれば、お部屋の觀を逃がさず、暖か 

かけ、打油を吸い取りまず。あとは、かわ 

さが保てます。 

\_ 

いた巧でふきとつてください。 

J 


商 

て 


しん調節つまみを消义位置まで引き上けられない場合 


〇印 


目印 


点乂 


消火 


巧いかた 


し^ 

U& 
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使いかた 


炎の調節のしかた 


炎の調節は燃焼筒が十分ホ熱してから、巧ってください。 
下記の燃焼節囲でご使用ください。 


炎を強くずるとを 


消义盡 

目巧\ 


嘴 rs ミ 

点义《 


しん調節つまみを 
「強」方向に動かず 


炎を弱<するとを 






消义趣 

1 

1 


推度巧な巧5 
巧曲なミ 

点ぶ V 

1 

1 

个 





—, j 


しん調節つまみを 
r 旨旨 J 方向に動かず 

• しん調節つまみの目印 
が「弱」位置を越え 
ないよラに調節する。 
(操作つまみが自然に止 
まる位置が下限の目ま 
です） 


消义盡 


燃が網節る§ 
範圓強 

点义 


この巧囲が 
燃焼調節できます。 





CA 松 

正しいがの状態で使用ずる 


〇 


(上限) 


noooooooooood 


(下限) 


PCOOO 000000« 



炎の長さが 
1 〜 3cm 


1/3 くらいが 
赤熱している 


〔過涵 

(しんの上げずぎ） I: の :: 0000000 


0 


赤乂やずすの原因になり機器を傷 
めることにちなりまず。 


〔超ル炎） 

(しんの下げずぎ) 


hOOOOQCCO [: ' C 0 


0 


しんを下ばずざた状態で使うと、不 
完全燃焼し、においや一酸化炭素 
の発生の原因になりまず。機器を 
傷めることにもなります。 


協 J か6 r 掛に扉節ずるとを、炎を見なび6、 
ゆっくり巧ってください。 

急激に動かずと、一時的に炎が大をくなり、天板 
か！5炎が出たり、すずが発生ずることびあります。 
炎び大を<なったとを 

しん調節つまみを r 弱」ち向に動かして、〔正し 
い炎のが脱がり3ぺージ）に調節してください。 


部分的な過大がや赤熱ムラびでるとを 
燃焼筒とってをちちに2〜3回動かし 
て < ださい。 

それでちなお6ない時は、お買い上げ 
の販売店にご相談ください。 

風（現い風でも）がちるときは、製品 
にあた5ないよラにしてください。 


巧震自動消义装置 

使用中、強い地震健度5(強) 1U 上»や街 g を受けたときはしんを下げて自動的に消火しまず。 

•地震によって作動した場合は、周囲の可燃物、樣器の損お、油のあふれなど異巧がないことを 
確認した後、再点乂してください。 


巧 R 自動消火装 B を正しく働かせるために 

•しんに夕ールが付ちしている場合は巧震自動消乂装頁が正しく働かないことがあ0まず。 

消火ポタンを押して消乂したとき、 

しん南整つまみが消乂位百にもどらないとをは、タールが付着していまずので必ずしんのお手 
入れをしてください。（が15ぺージ） 


巧いかた 
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日常の点検とお手入れのしかた 


お手入れの前にぶ i ずお守りください 


お手入れずるとさは消火し、冷えたこと 
を m かめてから、 お手入れしてください。 




A 


高圧注意 


■高電圧ま意 

• 点义電極は点乂時に高電圧を発生させまず。 

電池を取りがした直後、操作つまみを押し下げると、高空圧を発生ずる場合があ 
りまず。手を触れないで < ださい。 

感電ずるおそれがありまず。特にお子さまやお年寄りなどにごミ主意ください。 
♦点検•手入れ、掃除をする時は必ず乾單池を取りがし、操作つまみを巧し下げ， 
放電させてください。 


使用ごと 


点検個所 


ストーブの周函 


点巧内容 


可燃物がないか。 


処置方法 

周囲を整理•清掃し、可燃物を 
かたづける。 


油爲れ•油のたま 
0 •油のにじみ 


キャビネット、 
反が板、置台など 


が観（天板) 


燃焼筒 


給油タンク 


乾電池 


♦ 置台に油のたま0がないか。 
♦給油やに給油タンクか6油漏れ、 
油のにじみがないか。 


• 油やほこりで巧れていないか。 


♦ 化煤などのほこりび焼をついたり、 
巧れていないか。 

• 変形がないか。 

• ガラスに割れやふいてち取れない白 
い <ち0がないか。 

•給油□•□金にさび、変お、および 
破損がないか。 

•点乂しなくなったり、点火の 
「ピ ーJ という放電音び低くなった 
り、途中でとぎれることびないか。 
♦ 消火時のにおいが強くなっていないか。 


♦是れたり、たまっている油をふきとる。 
• 油漏れしているときは新しい給 
油タンクと取り替える。 

__ (お買い上げの販売店にご相談くださしリ 

• 乾いたやね5かい巧でふく。 
(ベンジン、シンナー、クレン 
ザーなどでふかない) _ 

• しめ5せたやわらかい巧にクレンヴ 
—をつけてふく。（天巧はホー□— 
仕上げですの で 、ちれがとれまず） 

参交換ずる。 

(お買い上げの販売店にご相談 
ください) _ 

• さび、をお、および破損があるとさは 
新しい給油タンクと取り替える。 
(お買い上げの販売店にご相談 < ださい） 


新しい乾電池（単2お4個）に 
取り替える。 


力月に 1 回 W 上 


点巧個所 
旅焼部品（し巧， 

しん業巧«上がなど） 


点検内容 


タールやごみが付着していないか。 


処 H 方法 

• © ドライバーやブラシできれい 
に取0除<。 


巧震自巧消乂装匿 


本体をか平にゆずってミ肖乂装置が作 
動し、しん調節つまみが消乂位是に 
ちどるか。 


♦作動しないとをは、お買い上げ 
の販売店にご相談ください。 
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次のことを必ずお守りください 

•巧震自動消乂装居を分解-調節しない。 

•しんを切ったり、引っぱったりしない。 


♦長期間ご使用になりますと機器の点検が必要になります。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了をなどにお買い上げの販売店または修理資格者【財団法人日本石油燃焼機器保守協 
会 (TEL 03-34 日目- 2828) で巧う技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)など】のいる店に点横依頼されること 
をおすずめします。 


定期点巧について 


• しんの先端を八サミなどで切5ないでください。 


CSD 

• 1回のしんのお手入れで巧まびないときは 

給油して、約3日分間（しんに： a 油が十分吸い上げ6れるまで）放置したをで、上記の手順で再度しんの 
お手入れを行ってください。 

しんのお手入れをしても効果がないときは新しいしんと取り替えてください。（が17ぺージ） 

• しんのお手入れを巧用されるとをは 

給油後約30分（しんにな油が十分吸い上げられるまで）待って点火してください。 

※触巧の手入れは巧に必要ありません。 

本製尉まが気ガス中の一酸化炭素濃度を低減させるため、触媒を使用しています。 


しん巧端に夕ールや力ーポンび付备ず 
ると、次のような現巧びおこりまず。 

参燃巧筒が赤熱しない 0 
• においびする。 

• しんの上下操作が重くなる。 

•点乂しにくくなる。 

♦消乂時、しん調節つまみがもとまで戻らない。 


このよラなとさは次の手順にしたびって 
しんのお手入れを行ってくだをい。 

i 給油タンクと油受皿を空にし、給油 
■ タンクを本体にセットずる 

2 点义し、燃焼させる 

3 燃やしきる 

自然に乂が消えるまで(巧60分〜120分)燃やしきる。 


1 シーズンに 1 〜 2 回 


しんのお手入れ中はにおいび発生しまずので、屋かで風が当たらないようにして、行ってください。 

風が当たる場所で巧ラと、異常燃焼や乂災の原因になりまずので、必ず風の当た5ない場所で巧ってください。 


♦ 屋台や屋台巧部のほこりを掃除ずる。 

ほこりがたまると異常燃焼の原因になることがありまず。 

♦ 給油時自動消乂装置を点巧する。 

しん調節つまみを下に止まるまで押し下げて、総由タンクを持ち上げ、作動ずるか確かめる。 


れ♦保管 

























■■■■ 


< 

し、 


< 

し、 



しんを上げて炎 
を正しい炎のが 
態にずる 


下ばずぎ 


2 


しんを下げて炎 
を正しいがの状 
態にする 


上ばずざ 


ガソリン等、揮 
発性の油を使用 


ミ由を巧さ取り、し 
んを交換し良賃の 
な油を使用ずる 
巧いたな油の処分 
は、打油をお買いず 
めになった販売店 
にご相談ください 


変質巧油、不純な 
油が混入している 


消乂時 


燃焼時 


点火時 


方法 


処 


次の表に従つてもラー度お確かめください。 

直 S ない境合には、お買い上げの販売店、または当なまでお問いをわせください。 


故障かな 


しんぴ下び5ない 


炎がかたよる 
炎の調節がでさない 


燃焼筒が赤熱しな： S 
む5がある 


ホ乂やずすが出て 
燃文る 


炎が大キ J くならない 


乂の回りが遅い 


においがする 


参照ぺ—ジ 


1 給油タンク-油受皿内の油を 
I全部巧き取る 

水、ゴミなどを残したまま保管ずると、タンク内面 
のさびや巧あさの原因になりまず。 

2 しんのお手入れをして、しんを下げる 

(が I 己ぺ—ジ） 

しんの寿命を延ばし、長くご使用いただ<ためでず。 

3 乾電池を取りはずず 


4 ストーブのか観を掃除ずる 少し倾ブて巧く 

天板、キャビネット、反射板、屋台などを掃除ずる。 巧谨 

c 保管ずる 給油ポンプ(市販品) 

一乾燥した場所に保管する。 S ;/I 

傾けたり、横倒しの状態で保管しない。 I 该 V I 一 



巧受皿 


給油タンク受 


油受皿巧の油巧き方法 

①^油タンク受をはずす。 
③^^油ポンプで油をおぐ。 

適当な容器 
• (約 1 L ) 


※な油の廃棄姐分は、な油をお買いまゆになった販売店にご相談ください, 


長期間使わないとを 


次の要領でお手入れして<ださい。 


保管のしかた 


消耗-劣化しやずい部品 

• 使用期間により交巧びお夏な巧品 • を質灯油、不純灯油の使用により劣化しやずい®品 

誓しん (0 S -66) 乾電池燃焼筒点乂更極 替しん (0 S -66) 


•燃焼筒が著しくをおしたり、ガラスが破損したときは、お買い上げの販売店にご依頼ください。 


•就編 

• 交換部品はストーブをお買い上げの販売店でおず 
めください。 

ストーブに適合しない部品を使用しますと事故や 
巧障の原因になります。 


♦不完全な修 g は危険です。お買い上げの販売店または 
財団法人日本石油燃焼機器保守協会で行ラ技術管理講 
習会修了を（石油機器技術管理±)などのいる販売店 
の修理をお受け < ださい。 


しんの交換方法は「替しん J についている「燃焼な器用しん取扱説明香 J にしたがって<ださい。 


(A^B) ■純正部品の使用 


r 替しん」は必ず J 旧適合検琶合格品ラベル（右図）の 
ついた純正しん r 替しん 0 S -66」 を使用してください。 
ストーブに適合しないしんや、類做品を使用されまずと、 
不完全燃焼や义災の原因になるぱかりでなく、ストーブ 
を煩めまずので、絶対に使用しないでください。 


ヴ*•が， 


検査に合格したしん 
にはこの マー クが貼 
つてあ0まず。 
マークの 色彩は白地 
にホインクで印刷さ 
れています。 


部品交換について 


お手入れ-保ち 
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仕様 


型式の呼び 

AKP - S 281 

種 類 

しん式-放射お 

点乂方式 

高圧放電点义（単2乾電池1.日 V 4個使用） 

使用燃料 

好油 （JIS K 2203 1号好油） 

暖房出力 

2.80 kW 

燃料消費量 

2.80 kW (0.272 L / h ) 

油タンク容量 


燃焼継続時間 

約16.0時間 

標準適室 

約11•已〜16•日 nrf (7 〜10畳） 

しん 

種 類 

普通筒しん 

呼び寸法 

内径0 66 mm 厚さ 2.5 mm 

安全装置 

巧震自動消乂装置給油時自動消义装置 

がお寸法 

高さ 49 目 mm X 幅 345 mm X 奥巧 327 mm (置台を含む） 

質 量 

約 7.9 kg 


※乾電池は別売です。単2形の同じ種類の新しいものを4個用意してください。 
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保証と アフター ヴー ビス (よくお読みください) 

■修理を依巧される前に 

もう一度「故障かな？」16ページを見ながら点検していただき、それでも異常があるときは、お買上げ 
の販売店に裏表紙の保証書をお示しのラえ、お申し出ください。 

■保証について 

正常な使用状態で保証期間内に故障した場合には、お買上げの販売店で無料修理いたします。 

無料修理期間を経過した後の修理については販売店にご相談ください。修理することにより性能が維持で 
きる場合は有料修理いたします。 

なお、当社は販売店か5の注义により補修用性能部品を販売店に供給しています。 

■補修用性能部品の保証期間について 

石迪ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切りを、6年です。 

• 性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品でず。 


この商品は巧かでは使用でをません 。 (FOR USE IN JAPAN ONLY) 

































